
■
長
野
市
戸
隠
祖
山
林
野
組
合
解
散
記
念
碑 

 
陣
馬
平
山
に
連
な
る
戸
隠
祖
山
地
籍

一
帯
の
山
林
原
野
２
８
２
町
歩
余
は
、
中
世
春
日
氏
統
治
の
時
代
か
ら
、
旧
柵
村
の
う
ち
上
祖
山

・
下
祖
山
、
旧
七
二
会
村 

の
う
ち
坪
根

・
倉
並

・
五
十
平

・
古
間

・
橋
詰

・
瀬
脇

・
岩
草
、
旧
日
里
村
の
う
ち
念
仏
寺
、
十
ケ
村
の
入
会
地

（共
有
地
）
で
あ
っ
た
。 

地
域
住
民
は
こ
の
地
か

ら
日
常
生
活
や
農
業
生
産
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
源
を
採
集
す
る
恩
恵
を
得
て
い
た
が
、
一
面
入
会
の
権
利
を
め
ぐ
る
幾
多
の
紛
争
や
犠
牲
の
歴
史
も
ひ
め
ら
れ

て
い
る
。 

明
治
８
年
政
府
の
地
租
改
正
条
例
施
行
に
あ
た
り
、
関
係
村
の
対
応
の
誤
り
か
ら
入
会
地
は
官
有
地
に
編
入
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
関
係
村
は

一
丸
と
な
り
20

年

余
の
歳
月
を
費
や
し
て
下
戻
運
動
を
行
い
、
明
治
36

年
３
月
下
戻
し
の
許
可
を
得
て
共
有
地
に
回
復
し
た
。
こ
の
喜
び
は
こ
の
地
に
建
立
さ
れ
た
下
戻
記
念
碑
に
表

さ
れ
て
い
る
。 

 

関
係
村
は
下
戻
運
動
を
機
に
、
入
会
地
管
理
の
近
代
化
と
関
係
村
の
調
和
を
計
る
た
め
、
明
治
36

年
５
月
柵
村
外
二
ケ
村
組
合

（
一
部
事
務
組
合
）
を
設
立
し 

共
同
事
務
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
組
合
は
植
林
事
業
に
力
を
注
ぐ
と
共
に
広
大
な
面
積
に
対
応
す
る
た
め
、
大
正
３
年
関
係
区
に
部
分
林

（区
有
林
）
を
貸
与
、
学
校

林
も
創
設
し
た
。
昭
和
25

年
県
行
造
林
を
導
入
、
昭
和
29

年
関
係
村
毎
に
特
別
植
林
計
画
を
策
定
特
別
植
林
組
合
も
設
立
さ
れ
た
。 

 

柵
村
外
二
ケ
村
組
合
は
後
に
林
野
組
合
と
改
称
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
関
係
村
の
変
遷
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
山
林
造
成
の
困
難
な
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。 

 

平
成
22

年
１
月
組
合
加
入
の
中
条
村
と
長
野
市
の
合
併
に
伴
い
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
本
組
合
は
解
散
し
、
入
会
地
は
長
野
市
財
産
と
し
て
管
理
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

 

こ
こ
に
、
入
会
地
と
し
て
五
百
余
年
、
林
野
組
合
管
理
地
と
し
て
百
六
年
、
心
血
を
注
い
で
も
守
り
育
て
た
先
人
の
偉
業
に
深
い
敬
意
と
感
謝
を
さ
さ
げ
、
経
緯
を

略
記
し
て
後
世
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。 

 

平
成
21

年
12

月
吉
日 

長
野
市
戸
隠
祖
山
林
野
組
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


